
私の夢（20代女性） 
 

動画リンク：https://youtu.be/03sE9Il90D4 
 
 

 

 

https://youtu.be/03sE9Il90D4


 

 



 

 



 

 

 



 
 
Japanese-listening-SUSHI 

 
 


	動画リンク：https://youtu.be/03sE9Il90D4 
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	{"jsonType":"ZETTA_TEXT2IMAGE","fontFamily":"BIZ UDGothic","fontColor":null,"text":"■今《いま》の私《わたし》が描《えが》いている夢《ゆめ》\n\n私《わたし》は今《いま》、子《こ》ども向《む》けの絵本《えほん》を作《つく》ることを大《おお》きな夢《ゆめ》にしています。子《こ》どもがページをめくりながら笑《わら》ったり、驚《おどろ》いたりするような本《ほん》を作《つく》りたいです。物語《ものがたり》の中《なか》で、子《こ》どもたちが自分《じぶん》を主人公《しゅじんこう》のように感《かん》じられるようなお話《はなし》にしたいと考《かんが》えています。\nそのために、私《わたし》は「楽《たの》しいだけでなく、心《こころ》に残《のこ》るお話《はなし》」を目指《めざ》しています。たとえば、友《とも》だちと｜助《たす》け合《あ》うことや、失敗《しっぱい》してもあきらめないことなど、子《こ》どもが生活《せいかつ》の中《なか》で感《かん》じるテーマを物語《ものがたり》に｜取《と》り入《い》れたいです。子《こ》どもが読《よ》んだあとに「やってみよう」と思《おも》えるような力《ちから》を持《も》つ絵本《えほん》を作《つく》るのが目標《もくひょう》です。\nまた、絵本《えほん》には絵《え》の力《ちから》も欠《か》かせません。私《わたし》は今《いま》、イラストを描《えが》いてＳＮＳに投稿《とうこう》しています。多《おお》くの人《ひと》に見《み》てもらうことで、自分《じぶん》の絵《え》を客観《きゃっかん》的《てき》に見《み》ることができ、改良《かいりょう》点《てん》もわかります。ときどき海外《かいがい》の人《ひと》からコメントをもらうこともあり、そのたびに「言葉《ことば》や国《くに》が違《ちが》っても絵本《えほん》は伝《つた》わる」と感《かん》じます。\n将来《しょうらい》は、自分《じぶん》の絵本《えほん》を出版《しゅっぱん》して、保育園《ほいくえん》や図書館《としょかん》に置《お》いてもらいたいです。子《こ》どもが自由《じゆう》に手《て》に取《と》り、好《す》きなときに読《よ》める本《ほん》になれば、とても幸《しあわ》せです。そして、絵本《えほん》を通《とお》して子《こ》どもだけでなく大人《おとな》にも「やさしい気持《きも》ち」や「夢《ゆめ》を持《も》つことの大切《たいせつ》さ」を伝《つた》えたいと考《かんが》えています。\n私《わたし》はこの夢《ゆめ》をかなえるために、これからも少《すこ》しずつ努力《どりょく》を重《かさ》ねていきます。時間《じかん》はかかっても、あきらめずに続《つづ》ければ、きっと夢《ゆめ》は現実《げんじつ》になると信《しん》じています。","rotate":0,"settings":{"gothicFlg":true,"columnNum":10,"lineCharMax":40,"verticalFlg":false,"columnFlg":false,"charSpace":"0","lineNumberFlg":false,"lineSpace":"0.5"}} 
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